





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4：吉松， 5：加治木， 6：郡山， 7：福山， 8：鍋LI,
9: 51ノ平， 10：錫山， 1：権現山， 12：大根占，
13：野尻， 14：開開， 15：小池
16：北岳， 17：吉史， 18：黒神， 19：白浜，
20：新島
［地殺変動観測室］ 21 : 22：下伊敷
地震動研究部門


























































































































































3. 災害の原国となる気象現象に関する研究 ・…・…・ー …・ー …・…・…・……ー …ー ・・・…ー …..131 




































































6. 1 強風の性質 一一一一一一一－－一一一一一…－－…・…一－－－－－－…ー…・……一一……・・ー・・一一一一一 205
6.2 自然、風中における模型実験 －一一…・一一・…ー・…一一一…・・…・…ー・…・・・…一一－－一一一一一 205
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酎 佐藤忠j言 清野純史 清水博樹
:!ti 霊室 隊枝治郎 市JI 信夫
協議員会
砂 防 芦田和男l江頭吋 ｜里深好士l吉田翻叩園子




海 再 災 害土産義人｜酒井哲諒 吉岡 洋｜藤木繁男
耐水システム 高橋 保 中川
地 盤 災









暴風雨災害 光田 寧山間道夫藤井 健堀口光章
余白







附属← 巽研究施 岬風力実験所 （桂所長） 手本 泰… 尾河崎内 寿伸秀治
(11) 
白浜海象観測所 （土産所長） 中村重久 西 勝者 芹i幸重厚
穂高砂防観測所 （芦田所長） 津田豊明 志田正雄
徳島地すべり観測所 （島所長） 米峯 章 小西利史
大潟波浪観測所 （土屋所長） 白井 亨 小林信久 間瀬 肇 内山 i、主糸n 
3. 組 織 の ~ζ 、 選 5 
前災科学資料センター ｜セ（村ン本タ l河田悪；li伊東太作｜西上側｜野田 均 i小田卓美
笹本正
小出




























































































































棚橋 至日々吉、 26. 4.21～28. 4.30 
速水額一部 28. 5. 1～30. 6. 15 
矢野 勝正 30. 6. 16～32. 4.30 
西村 英 32. 5. 1～34. 4.30 
棚橋 昔、 34. 5. 1-36. 3. 31 
佐々 主，、主 一二三 36. 4. 1～38. 3.31 
石原藤次郎 38. 4. 1-40. 3. 31 
速水領 良日 40. 4. 1-41. 3. 31 
石震藤次郎 41. 4. 1-43. 3. 31 
矢野 勝正 43. 4. 1-44. 4. 30 
高崎 j接雄 4. 5. 1～46. 4.30 
村山 朔郎 46. 5. 1-48. 4. 30 
告 J1 示4 句市、， 48. 5. 1～50. 4.30 
石原 安雄 50. 5. 1-52. 4. 30 
中島暢太郎 52. 5. 1-54. 4. 30 
若林 賓 54. 5. 1-56. 4. 30 
芦田 和男 56. 5. 1-58. 4. 30 
高田 理夫 58. 5. 1～60. 4.30 
奥田 節夫 60. 5. 1～62. 4.30 
平成
柴田 徹 62. 5. 1～元.4. 30 
平成
土震 義人 元.5. 1～ 3. 4.30 
村本 嘉雄 3. 5. 1～ 

































































































d工学部から1助教tI I 円配震換 J 
助手（採用）
助手（採用）






28.4. 16劫教授（神戸大学から）， 34.3. 1教授，
60.3.31停年退官，京都大学名誉教授
34.4. 1教授（工学部から）, 50. 4. 1停年退官，
京都大学名誉教授
29.3.31併任解除， 36.12. 1併任助教授
39.4. 1研究担当（工学部教授）,' 47. 4.1併征
教授， 50.4.1研究担当（工学部教授）
34.4. 16助教授（神戸大学から）， 36.4. 1教授
昇任， 2.3.31停年退官，京都大学名誉教授
32. 1. 16理学部へ配寵換， 41.9. 16研究担当
（理学部教授）， 63.3.31停年退官，京都大学名
誉教授




35.3. 1工学部へ配置換， 41.5. 1研究担当（工
学部教援）, 49. 4. 1併任教授， 52.3.31併を解
捻， 2.3.31停年退官，京都大学名誉教授
32. 7.28技術員， 37.10. 1技官任官
33.4. 1助教授昇任（理学部から）, 39. 1. 1理
学部へ配麓換， 40.4.1教授昇任（理学部か
ら）, 3. 3. 31停年退官，京都大学名誉教授
37.2. 1教授昇任， 63.3.31停年退官，京都大
学名誉教授
35.4. 1助教授昇任（理学部から）, 48. 5. 16教
授昇任
36.4. 1技能補佐員配置換， 37.4.1 
換， 40.10.5改姓（小泉）, 43. 1. 1 
35.4. 1助教授昇鉦， 39.1. 1教授昇任
39.4. 1工学部へ配震換， 40.10. 1研究担当
（工学部教授）, 55. 3. 31期間満了， 57.4.1研
究担当
36.4. 1理学部へ配置換 36. 12. 16併任助手
（理学部）, 50. 4.1謂究担当
36.4. 1理学部へ配量換， 45.5.1講師昇任（理
学部）, 61. 4. 1研究担当




41. 8. 1工学部へ配置換 41. 10. 1併任助教授
（工学部）, 42. 10. 1教授昇任（工学部から），
2. 10. 16工学部へ配置換， 3.4.1研究拒当
36.4. 1助教授昇任， 39.3.1工学部へ配置換，
39.4. 1併任助教授（工学部）， 48.4. 1研究担
当（工学部教授）
40.4. 1助教授昇任， 63.4.1教授昇任
36.2. 16技能員配量換， 43.1. 1技官任官
10 士m会じ、
就年月任日 氏 名 事 項 そ の 後 の 異 動
8. 1 土産義人 3部工6 ）苧~－部：3.へ助1配0教授置1換教（名授，古4昇屋2任工10.業（工1大学併学部任か助ら，教）授42（工10.学1 
10. 16 加茂幸介 併任助手（理学部） 44.4) 1併48任.1講1.師1教, 4. 8. 1助教授昇任（現学部から， 授昇任
12. 1 松尾成光 臨時技能員（採用） 37.4. 1技能員配置換， 43.1. 1技官任官
36. 1. 1 問問忠’i栓 臨時技能員（採用） 37.4. 1技能員配置換， 43.1. 1技官任官
2. 16 松村律子 臨時技能員（採用） 37.4. 1技能員配置換， 41.6. 17改姓（小泉），43. 1. 1 
2.26 辻本行雄： 臨時技能異（探用） 37.4. 1技改能姓箆配（中寵村換） 43. 1. 1技官任官43.5.25 
2.26 永田敏治 簡時技能員（採用） 37.4. 1技能員配置換， 43.1. 1技官住官
4. 1 南井良一郎 助教授 41. 4. 1教授昇任
4. 1 山元龍三郎 併任助教授（理学部） 4退0官.7: 16京研都究大担学名当誉（教理授学部教授）， 3.3.31停年
4. 1 西 勝也 助手（採用） 48.5. 1理学部へ配霞換， 63.4.1研究担当
8. 1 羽野淳介 技能員（採用） 43. 1. 1技官任官
8. 1 光田 寧 助手（1理配学置部換からj) 39.4. 1助教授昇任， 52.5.1教授昇任
10. 1 芦田和男 併任助教授（工学部） 37.4. 1助教授（工学部から）, 40. 4. 1教授昇任
10. 1 奥田節夫 併（岡任山非大常学勤）講師 3昇8任.4:¥3助.3教.3授1辞（岡職山，大京学都か大学ら）名，誉39教．授1.1 教授
12. 16 和田卓彦 併任講師（理学部） 39.4. 1併任助教授（理学部）, 61. 4. 1研究担当
12. 16 島 通保 併任助手（理学部） 3授8昇.4任.1助教授昇任（理学部から）, 47. 4.1教
37. 4. 1 江頭庸夫 助手（採用）
4. 1 奥西一夫 助手（採用） 50.5. 1助教授昇任， 2.2.1教授昇在
4. 1 西 i繋 助手（採用）
4. 1 桂 JI貢治 助手（採用） 4授非2常：・広勤1島講大師学，昇か4任5ら）（，広316島D併大8任学1解6へ除教），授i昇任tr 助併教任
7.16 I野間和代 技能員（採用） 38. 1. 9事1改8務姓官1任医（高官学田，部¥ 39.1.1 事理務掛員第配一置主換任ド43. 1. 1 1. 4. 1呉経 ー 」
昇任， 6 へ配置
8. 1 武 アツ 用務員（採用） 48. 1. 1事務官任官， 63.3.31定年退職
10. 1 若林 賓 併任助教授（工学部） 3任9:¥J助3.教31授停年（工退学官部，か京ら都）大，3学9名.12誉．教1教授授昇
38. 4. 1 中村重久 助手（採用） 56.6. 1助教授昇任
4. 1 吉津 保 助手（採用） 51. 7. 1助教授昇任， 2.6.8教授昇任
4. 1 尾池和夫 助手（採用） 4部8へ.5/62助.1教1.授1研昇任究担，6当3. 12. 1教授昇任（理学
10. 16 村本嘉雄 助教；ぇ又（1工か学ら部昇任講師l) 46. 8.1教授昇任
39. 3. 1 多河英雄 事務員（採用） 41. 4. 1事務官径宮， 45.7. 1技官配量換
4. 1 中 JI t専次号 助教jぇ円（建究設所省か土ら転木研任l) 44.4. 1教授昇任（工学部へ）, 49. 1. 1研究担当
4. 1 竹内篤雄 教務員（採用） 40.4. 1助手昇任
4. 1 横山康一 技術員（採用） 43. 1. 1技宮任官
40.4. 1 助理手学部死（理へ亡学配部置か換ら 40.6. 1 併l任助劫教授手6. 1 加藤正明 助手（採用） 46.4.1 ), 57.5. 昇
任， 2.1. 23 
6. 1 j可内伸治 事務員（採用） 43. 1. 1事務官任宮， 46.7. 1技官配置換
7. 1 矢部 征 事務員（採用） 43. 1. 1事務官任宮， 1.1. 1技官配置換
3. 組 織 の 靖,x:_之 遷 11 
氏 項 そ の 後 の 異 動
8.31 狩野俊子 用務員（採用） 48. 1. 1事定務年官退f壬職官， 60. 7. 1庶務主任に昇任，63.3.31 
40. 2. 1 野中泰二郎 助教授（採用） 54.6. 1教授昇任
4. 1 高構 保 助手（採用） 4教師2授，＼昇1.任講4師1昇助任教授（工昇学任部（へ工）学，部42.か7ら｝~ 併57.任4講1 
4. 1 竹本修＝ 助手（採用） 担1.1当0. 16助教授昇任（理学部へ）, 2. 8.1研究
5. 1 和田安男 事務員（採用） 43. 1. 1事務官任官， 47.9.1技官配寵換
6. 1 平野憲雄 事務員（採用） 43. 1. 1事務官任官， 47.9.1技官配寵換
8. 1 小西孝IJ 史 事務補住員（採用） 4配2置.4換.1，技44能．禎7.佐l技員官配量配換置換, 43. 4.1技術補佐員
8. 16 杉村喜子 事務員（採用） 43. 1. 1事5務辞官職任官， 61. 7. 1改姓（中村），61. 1. 1 
41. 4. 1 宇民 正 助手（採用）
4. 1 細 善信 事務補佐員（採用） 42.4. 1技3.1能.1補技佐官員任配官置換， 42.5. 16技能員配霞換， 4
4. 1 杉政和光 技術補佐員（採用） 41. 9. 1技術員配置換， 43.1. 1技官任官
4.16 中島暢太郎 教4ぇ又（大カミ阪ら転管任IR気－象台l) 61. 3. 31停年退官，京都大学名誉教授
5. 1 後藤尚男 研究担当（工学部教授） 42.4. 1併期任間教満授了（工学部）， 50.4. 1研究担当，62.3.31 
5. 1 芹 i畢重摩 技栴補佐員（採用） 41. 9. 1技術員配置換， 43.1. 1技官任官
7. 1 田中正昭 助手（1配理学量換部からl) 48. 1. 1助教授昇任
7. 16 野村 新 技能員（採用） 46.8. 1技官任官
8. 1 舟橋多津 事務補佐員（採用）
9. 1 尾崎寄秀 事務員（採用） 43. 1. 1事務官任官， 45.7. 1技官配量換
42. 4. 1 小葉竹重機 助手（採用） 5任／~.非＼常：勤助期講教間師満授，了昇6任34~群1 馬併大任学助へ教）授， 5~客5員1）併， 
4. 1 高山銭朗 技持f禎佐員（採用） 47. 12. 1技官任官
4. 16 和田博夫 事務補佐員（採用） 45. 7. 1 48.9. 1技官配置換
5. 1 志田正雄 技能補佐員（採用） 42.6. 16技能員配置換， 43.1. 1技官任官
6. 16 藤田安良 技術畏（採用） 43. 1. 1技官任官
7. 1 尾上謙介 助手（採用）
9. 1 津田豊明 助手（採用） 63.6. 1助教授昇任
9. 1 中尾節郎 技術員（採用） 43. 1. 1技官任官
10. 1 土岐憲一 助教4d又1工童日学置換部からl) 50.4. 1工授学部昇へ配（工置換学部50.4)1 併任助教授51. 4. 1教任 から
10. 1 谷口雅子 事務補佐員（採用） 44.6. 19改医学姓部（宇附民属）病，院53.1. 1換事務官に採用，62.6. 16 へ配置
43. 1. 1 倉内洋子 事務出日（大カミ抜ら転大任学－) 1. 5. 1事務主任Jこ昇任， 3.1. 31辞職
4. 1 間 太郎 助手（採用） 45. 12. 1助教授昇｛壬
4. 1 入倉孝次郎 助手（採用） 48.5. 16助教授昇任， 63.8.1教授昇任
4. 1 中村 武 勤手（採用） 5芸8.4維.1大助学教へ授）昇6任3'63. 1. 1 教勤授講昇師任 （京都工織 ， ι. 1非常
4. 1 中 JII 鮮 助手（採用）
4. 16 吉田義期 技官（採用）





45. 12.9改姓（友杉）， 47.5. 1助教授昇任
49.5. 1助教授昇任， 51.4. 1助教授配置換（愛
媛大学へ）, 51. 4. 1併任非常勤講師， 63.3.31
期間満了
45.9. 1技官配置換


































































































































































































































































53. 1. 1助教授昇任（金沢大学へ）， 59.4.l助
教授（金沢大学から）





1. 1. 1 辞職
1. 6. 1助教授昇任
62. 12. 1助教授昇任













56. 1. 1助教授昇任 60. 10. 1助教授配置換





就年月任日 弐 名 事 項 そ の 後 の 異 重力
4. 1 村上春茂 事務b日（l工配学置換部からl) 62. 1. 16教養部へ配置換
4. 1 竹内邦良 併（Ll任j梨助大教学授） 57.5. 1 併併任任解期除間，満63.4. 1 併任教授2.3.31 了
4. 1 森霞司郎 研究担当（工学部教授）
10. 1 J I 合 忍、 事務官 I 62. 4. 1施設部へ配置換
58. 4. 1 清野純史 助手（採用）
4. 1 増本陵夫 助手（採用） I 63. 4.1技官転任（農林水産省へ）
4. 1 キナ 衛 助手（掠用）
4. 1 I山本 j奇｜ （原研ら究配子山所置換事務長ギかー） 6長1.に4昇.1任農，学2部.3事.3務1長辞職に配置換， 63.4. 1事務部
6.16 平原和朗 助手（採用） 2.6.8助教授昇任
59. 4. 1 眠中丸治哉 助手（採用）
4. 1 鵜子孝夫 経掛理長（計滋掛賀長援科か大ら転学｛珂壬l¥ 62. 1. 16庶務部第二給与掛長に配量換
4. 1 天野慶子 事務官（採用） 63.3.27改姓（出本）
4. 1 岡田憲、夫 併（鳥任取助大教学授） （客員） 6取1大.5学.1か教ら授）昇任（鳥取大学）, 3.4. 1教授（鳥
4. 1 西村敬 研究担当（理学部助手）
4. 1 山田善一 研究担当（工学部教授）
7. 1 中田豊一 事務円呂（l理配学置部換からL) I 62. 4.1経理主任に昇任， 2.4.1経理部へ配置換
10. 1 水本邦彦 喜弁明話題字 I63. 3. 31期間満了
60. 4. 1 藤田正治 助手（採用） 62. 10. 16助教授昇任（鳥取大学へ）
4. 1 六車 医巴 研究担当（工学部教授）
4. 1 1 足立 巌 醸（i謀関車）｜臼4.1問問病院紅外来掛長岨置換
4. 1 1秋 吉 駿 一 ｜童書室（男長か雪ら票配率阻換）I 1. 4. 1木材研究所庶務掛長に配置換
7. 1 佐藤良男 経主任理（結究核所胸か部ら疾昇患任研j¥ 6置3換. 6.1ヘリオトロン核融合研究センターに配
10. 1 丸山 敬 助手（採用）
10. 1 中北英一 助手（採用） I 3.1.1助教授昇任
61. 2. 1 西上欣塩 助手（採用）
4. 1 津田純男 助手（採用） I 62. 3. 31辞職
4. 1 岩井 主仁Fコr 助手（採用）
4. 1 渋谷拓郎 助手（採用）
4. 1 水谷義彦 併（富任山教大授学）（客員） 63.3.31併任期間満了
4. 1 重富閤宏 研究担当（理学部助手） 2.6.8助手（理学部から配置換）
4. 1 I藤田欣也 事部務長（開原子Eエ事ネ務ル長ギかー l) 62.4. 1定原子年炉退実職験所事務部長に配置換，3.3.31 
4. 1 I西村 正 i罷（霊長明記重量） I 1.4. 1薬学部事務長に配霞換
4. 1 I藤田 徹｜事務官（韓議から） 1. 4. 1農学部へ配置換
3. 選 15 
任 氏 名 事 項 そ の 後 の 異 動月呂
4. 1 小 JI 俊雄 ｛（井高｛壬知非大常学勤教講授師） I 63. 3. 31併任期間満了
4. 1 I JI 崎 期 Iif盟理期 I 1.3. 31併任期間満了
4. 1 下津昌司 併（熊任本非大常学勤助講教師授） I 63. 3. 31併託期間満了
6. 1 堀口光章 助手（採用）
6. 1 永田裕美 事務｛呂（工配学置換部から｝J 1. 1. 16経理部へ配置換
7. 16 上告木みどり 事務補佐員（採用） 1. 7. 15辞職
8. 1 篠塚正賞 非（コ常ロ勤ン講ピ師ア大（客学員）教授） 6満3.了4. 1プワンストン大学教授， 3.3.31期間
10. 1 I亀田弘行 i教授（誌理教授）
12. 1 I 高 田 ゴコ又二 郎 I 併（神任戸助大教学授助教（客授員）） ｜元.3. 31併任期間満了
62. 1. 16 I塩見良隆 l露出1換量五霞理関lI 63. s. 1医学部附属病院第一調度掛長に配置換
1.16 山下勝則 事務官（表重量議所） I 1.6. 1若狭湾少年自然、の家へ転任
4. 1 村松久史 教授（運輸省から転任）
4. 1 黒田勝彦 研究拍占（l助工学教授部l) I 3.3. 31期間満了
4. 1 小林正美 研究担当（工学部講師）
4. 1 北謀昭男 助手（採用）
4. 1 I 山 下 輝 夫 ｜ 助併（東任教京非授大常）学勤地講震師研究所 I 2.3. 31併任期間満了
4. 1 I 石 井 孝 行 ｜教併（大授任阪）非教常育勤大講学師教育学部 163.3.31併任期間満了
4. 1 I泉 拓 良 ｜ 授非助常）教，勤授（）講奈師良大（答学員文助学教部 I 3.3. 31期間満了
63. 4. 1 I 小 林 信 久 I 非ウ（ア常エメ勤アリ講大カ学師合准衆教国授デ）ラ
4. 1 I 松 村 昭 一 I 事部務長（1理か学ら部昇事任務長I) I 63. 3. 31辞職
4. 1 I林 泰司 i諜（燃費主務主査） I 3.4.1経済研究所事務長に配置換
4. 1 安原捷行 掛施設長i切医、学ら部配施置設換掛長lJ 
4. 1 間瀬 肇 研究担当（工学部助手）
4. 1 三浦圭一 鵠護者時報者 I63. s.1死亡
4. 1 I吉田健邦 1醸（関駅I)I 1.12. 31 職
4. 1 i高橋 徹｜事務官（韓議から） I 3.4. 1施設部へ配置換
4.16 I三方春震 i技官（語言葉から） I 2.4. 1霞学部附属病院へ配量換
6. 1 i中村 睦｜事務官（重言葉から） I 3.4. 1教養部へ配電換
6. 1 ｜長谷川 勉 i事務官（話言葉から） I 3.4.1医学部隙属病説へ配量換
6. 16 I関村美津子｜事務宮（長言葉から） I 2.4. 1施設部庶務主任に昇任
16 
i工 氏 名 事 項 そ の 後 の 異 動月日
8. 1 i質問 陽 （瀧吹き話番詰） I 2.12. 1経理部支出掛長に配置換
1. 16 山田道夫 助教td又i1理か学ら部昇助任手i) 
64. 1. 1 小泉尚樹 助手（採用）
平成元. 1. 16 押谷 車 事務官
¥IJ ’ノ
4. 1 史探好文 助手（採用）
4. 1 近森秀高 勤手（採fl)
4. 1 梅田藤弘 研究担当（理学部助手） I 2.6. s助教授昇任（理学部から）
4. 1 小林芳正 研究担当（助狸教学授部｝I 
4. 1 I渡辺 晃｜研究担当（踏襲） I 2.6. s助教授配寵換（理学部から）
4. 1 i仲村 研 ｜ 研非（同常究志所勤講士教大授師学）（人客文員科教授学） I 2.3.13 死亡
4. 1 I西田良平 l？民r~，聖書i日教授） I 3.3. 31併任期間満了
4. 1 I 山 本 康 正 ｜ 授非助常）教，勤授（講帝）師京大（客学員文助学教部 I 3.3. 31期間満了
4. 1 I近藤心正 i罷（鉱号室言語学） I 3.4. 1名古摩大学工学部事務部長に昇任
4. 1 I 大 塚 勝 弘 ｜ 研ジ究ア長研助か成究ら掛セ長ンタ（東ー南庶務ア
掛 配龍換）
4. 1 1 大山達夫｜庶務主任（講義から） I 2.12. 1庶務掛長に昇任
7. 1 真下 ，万＝て・ 事務件呂f=j( 1工配学量部換からl) I 2.3. 31経理部へ配量換
7. 1 岩田知孝 助手（採用）
1. 16 森井 瓦 助手（採用）
2. 1. 1 田中吾出男 霊堂（控訴空襲君） I 2.12. 1庶務部庶務掛長に配置換
4. 1 l酒井哲郎｜研究担当（員長義）
4. 1 嘉門雅史 研究担当（1助工教学授部j) I 3.4.1教授昇任（工学部から）
4. 1 木村 亮 研究担当（工学部助手）
4. 1 竪 好幸 研究担当（理学部助手）
4. 1 I 伊 東 太 作 I 併晶情任報蔵非資腎常料勤室品講長明）師 担
4. 1 I 秋 山 紀 子 ｜ 授短非常）期，勤大（講青学助師山学教（授客院員女）鼠子教
4. 1 I蓬田 ￥主同 I 併（広任島非大常学勤理講学師部助教授）
4. 1 I田中異吾｜僻禦韓主教授）
4. 1 I谷津 充 i事務部長（塁手管言語）
4. 1 I奥村成和｜経理主任（器量から）
3. 組織 の 変遷 17 
就年月任日 氏 名 事 項 そ の 後 の 異 動
4. 1 埜遺 勝 核事ら務融配官置合研換（へリオトロン究センターか
4. 1 I木村浩一 i事務官（韓議から）
4. 1 i余回成男｜研究披当麟）
5. 1 費藤睦志 助手（採用）
6. 1 I 小 山 靖 憲 ｜ 併教（和任授歌教）山授大（学客教員育），学部
6. 8 I島田充彦｜助教授（摂理手）
6. 8 I行竹英雄 i助手（君主義から）
6. 8 I菊田 時 i経理主任（苦言葉から）
6. 8 I伊藤 潔 l助手（苦言葉から）
6. 8 I中村鵠郎｜助手（盟主義から）
6. 8 I飯尾能久 i助手（君主義から）
6. 8 I許斐 直 ｜助手（君主義から）
6. 8 I費出市ー｜技官（君主義から）
6. 8 I中 JII 混 i技官（苦言葉から）
6. 8 I伊藤勝祥｜技官（苦言葉から）
6. 8 I浅田照行｜技官（苦言語から）
6. 8 I近藤和男 i技官（君主義的）
6. 8 I塘畑美智子 i事務補佐員（程草案）
6. 8 竹内靖子 t支持f補佐員（l理ら学配部置換かl) 
8. 1 藤森邦夫 研究担当（理学部助手）
8. 1 中 JI! 虫E 研究担当（理学部教授）
12. 1 I藤田 勝 ｜ 元経掛理素長掛総か長合ら配セ（放置ン射換タ性）一事同位務
12. 1 1前野正世 i成務主缶（鐸部から）
12. 1 深尾良夫 併（名任古教農授大学（客理員学）部教授）
平成 3.4. 1 片尾 浩 助手（採用）
4. 1 勝見 武 助手（採用）
4. 1 西 憲、敬 助手（採用）
4. 1 I 入 船 徹 男 I 劫併（愛任教媛非授大常）学勤理講学師部




4. l I TAKAHASHI, 
TSUTOMU 
4. 1 I室崎主主輝
4. 1 I林 春男
4. 1 I増谷晃
4. 1 1竹内義之
4. 1 I城楽 柴｜寸掛から）
4. 1 和田俊司 経主任理（か医学ら部配置前換属病院LJ 
4. 1 杉本知敬 事務官（採用）
4. 1 毘原邦子 事務補佐員（採用）
4. 1 有村加奈子 技術補佐員（採用）
9. 1 金尾政紀 助手（採用）
(4）予算の変遷
（単位千円）
区分 年度 初年度 56 年度 57 年度 58 年度 59 年度 60 年度
国立学校特別会計予算額 5,639 1,452,992 1,447.229 1. 604, 762 1. 623,254 1. 744,303 
人 件 費 2,394 814,960 800,668 872,999 990,848 1. 002, 841 
物 件 費 3,152 596,852 602,514 688,403 608,741 645,062 
戸邑£． 最善 費 93 41. 180 44,047 43,360 23,665 96,400 
科学研究費補助金 150,162 97,020 147.926 96,642 173. 107 
計 5,639 1. 603, 154 1. 544,249 1. 752.688 1. 719. 896 1. 917. 410 
区分 年震 61 年度 62 年度 63 年度 元年度 2 年度 儲 考
毘立学校特別会計予算額 1. 662, 724 2,482.223 1,568,059 1. 804, 128 2. 149,254 
人 件 費 976.975 1,102,903 957,081 1. 128,507 1,284,013 
物 件 費 619,149 707,984 558,928 593,256 825,441 
メt旦ヨ， 最善 費 66,600 671,336 52,050 82,365 39,800 
科学研究費補助金 146,133 146,492 113,503 138,401 156,317 
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3. 組 21 
平成
(}tζ 、 遷
名称 所在地 3. 7. 1 
昭増61年減度 昭増62年減度 昭増63年減度平増元年減境平増2年減定 7平一.：平増・＼.減 1 
鏑考
現有













大i根児平師占観島町国測県有大室肝字林属上郡名 82.80 ’， 
開鹿閉開ノ観児浜聞測島町16室県上99揖野宿字郡西
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符1























































































































































3~ 7.ffl 出明腎叶警3~，1官官l官官Ii議； 1 備













161. 82 161.82 
1,055.00 
21. 48 



























3. 7. 1 
現有
室長、，



































































































3. 組織の変遷 25 
平成
fβJζ 、 遷
名 称 所 在 地 3. 7. 1 
昭増61年減震 昭増62年減震 昭増63年減震平増元年減度平増2年減度 平7一.：平増・＼減._1 
儲 考
現有


















1. 328. 0 1. 328. 0 
究設理地移震セ予伴知タよ研
置学管部にン いーり
JJ~喜那モ官賀シ1キ直町志谷平9賀主主郡字上下 30.0 30.0 借地ク
穴襲5吹20観町島測県口室美山字馬郡道穴野
40.0 40.0 イン ク
鷲敷徳敷字観北島町測地県大5室那字69賀和郡宣鷲郷







140.0 140.0 ’，，， 
塩江香江域観川原町測乙県大室1香字21）上~I 郡西3 窺字 131. 80 131. 80 今今
観測滋坂所一賀本丁県所目大津市逢
162. 75 162. 75 
逢所坂LlJ競7JI
同上観測坑道 5,212.0 5212.0 借地 。
26 
選変平成

























































































































名 称 所 在 地 3. 7. 1 
昭増61年減度 昭増62年減震 昭増63年減度 平増元年減度 平増2年減度 平7一：・平増＼.減1 
嬬 考
現有
m2 ロl2 百l2 m2 m2 m2 mz 































5. 70 ， 












































































































































3. 選 29 
平成
λ！：，』ζ、 遷
名称 所在地 3. 7. 1 
昭増61年減度 昭増62年減度 昭増63年減麗 平増元年減度 平増； 年減度 平7一：・平増＼.減1 矯考現有
釘l2 区12 立12 町l2 ロl2 立12 庇12 
福鹿福4山5児観山89測島町6字室県姶旧城良郡山
建廷 ! 建延 ! 
錫鹿市山田観児下有福林測島室県元鹿町児立神島

















観測浜鳥所取田分市館円護寺字 建延 95 95 
八木京字木観都朝町測府字倉室船八井木郡嶋小八
建延 ~ 
京北京京観都北測府町室北大桑字塔田郡 建延 ~ 









3. 7. 1 
現有
??
I I I - I i王子3.4.1 昭61年度i昭62年度｜昭63年度！平冗年度！平2年度｜一平3
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名称 所在 地 3. 7. 1 
昭増61年減度 昭増62年減度 昭増63年減定平増元年減震i平す 平7：・平増＼.滅1 
備 考
現有





建延 5 5 
北陸観測所
今城庄福条観井口町7測県瀬南室戸条7字郡今蓋




















建延 6 6 
串宮字属間観崎有大矢林測県取室串大間市矢大取
建延 6 6 
建延 129 
245 
建廷 29 48 
建延 57 57 
建延 7 屯所鶴峯観測 7 
建延 9 9 
建延 5 5 
下モ大岩
32 1章総
名 称｜所 夜 地 I 3現7有1 昭増61年減度昭増62年減度昭増臼年減度
ロ12 m2 m2 m2 
建延 339.0 
339.0 
建延 72.0 72.0 I ’，. /, 
72.0 











m盟武山観測 I真野滋園観賀町2測県0室大 延建 o. 48 I I f－昔地津市花 0.48 
時7
湯静湯ケ野岡の観上県測湯13室1ケ－3野字
建延 o. so I I o. 50 1 // 
0.50 
伊豆静1町3長7岡3県岡2観伊字測豆車室長坂岡 建延









154 観灘本室所内に設費 建延 154 
大測潟所波浪観 I観新測潟所潟町本県所中頭（本郡館大） 建延 rn~ 





25 自動本車所車内庫に設置 建延 25 
調白i所浜海象観 I 観測和郡所歌白本浜山所県町西堅（本牟田館婁） 建延 153 335 
4. 程 33 
平成 '±1乙、 選
名 材、 所 在 地 3. 7. 1 
昭増61年減度 昭増62年減震 昭増63年減度 平増元年減度 平増2年減度 7平一.：平増・＼減._1 
f藷 考
現有



































































5. 刊 行 物





(A) Bulletin of the Disaster Prevention Research Institute 
35 
欧文， B5版，昭和26年から昭和39年までは不定期刊行で， Vol.13.論文番号 No.70まで刊行。昭和39年以
降昭和43年までは年4@1刊行，内 1患は抄録集で， Vol.17. P訂t.4.論文番号 No.129まで刊行。昭和43年以
蜂昭和47年までは年5田刊行，内 1回は抄録集で， Vol.21. Part. 5論文番号 No.196まで刊行，昭和47年以


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































写真－2.8 1984年 9月14日の長野県西部地震 （M
6. 8）によって発生した御岳崩れ。3400万
m3の崩壊土石は岩屑、なだれとなって流動























































































































































































































































































































































































































夫 （昭37年一現在），西 潔（昭37年一現在），井口正人（昭56年一現在）が専任している。研究担当は久保寺 章
教授 （現京大名誉教授），西村 進教授，和田卓彦助教授，さらに菊池茂智・小野博尉・須藤靖明（平3. 4月講師






































































































































1.権現山観測室 鹿児島市黒神町権現平 電磁式地震計3成分，中域火山観測用データ ｜紹.49 
送信装置（無線）
12.北岳観測井 鹿児島郡桜島町武字鹿罵野 孔中地震計3成分，中域火山観測用データ ｜昭.51 
2778寸 送信装寵（無線）
13.野尻観測室 鹿児島市東桜島町五本松2339 竜磁式地震計l成分，中域火山観jlj用データ ｜昭.52 
送信装置（有線）
14. 自浜観測井 鹿児島市高免町 子L中地震計3成分，中域火山観測用データ I BH.61 
送信装置（有線），孔中傾斜計
15.小池観測室 農児島郡桜島町横出字羽山 電磁式地震計1成分，中域火山観測用データ i昭.36 
送信装置（有線）
16.袴腰観測壕 鹿児島郡桜島町模出字西平17 佐々式伸縮計2成分，棒型伸縮計3成分， IBH. 36 
f自 振子型傾斜計2成分
17.下伊敷観測壕 鹿児島市下伊敷町3203位 佐々式伸縮計2成分，榛型伸縮計3成分， ｜昭.45 
振子聖傾斜許2成分，水管傾斜計2成分
18.袴腰潮位観測室 鹿児島郡桜島町横山字西平 備jlj自記検i輯儀，潮位データ送信装置 IBH. 33 
61-4 
19.古里潮位観測議 鹿児島市古里町字下野村159 臨?Jlj自記検i朝儀，潮位データ送信装寵 IBH. 54 
f也
20.黒神潮位観jlj室 麗児島市黒神町塩屋ケ元 隔測自記検潮犠，潮位データ送信装罷 !B. 54 
670-8 
21. 白浜潮位観測室 鹿児島郡桜島町二俣字宮ノ尾 関jlj由記検i朝儀，潮位データ送信装置 ｜昭.54 
223 
2.鹿児島潮位観溺 鹿児島市易居町地先 縞il]自記検i朝儀，潮位データ送信装置 IBH. 54 
二':tsま忌二－ 
23.鋪山観jlj室 鹿児島県垂水市新調堂字湯野 電磁式地震計3成分，広域火山観測用データ i昭.52 
谷龍有林114は 送信装壁（有線）
24.錫山観測室 ！鹿児高市下福元町立神密有林 電磁式地震計3成分，広域火山観測用データ l昭.56 
35な 送需装置（有線）
25.福出観測室 ｜姶良郡福山町字IB城山4389-6 電磁式地震計3成分，広域火山観測用データ ｜昭.56 
送信装置（有線）
26.大根占観測室 ｜許付郡吾平町上名融市国有林 電磁式地震計3成分、広域火山観測用データ i昭.57 
10い 送信装震（有線）
27.関間観測室 i指指郡間関町上野字西之浜 電磁式地震計3成分、広域火出観測用データ ｜昭.57 
1699 送信装霞（有線）
28.加治木観測室 ｜姶良郡溝辺町竹子永尾関宥林 電磁式地震計3成分、広域火山観jlj用データ ！昭.58 
16ぬ 送信装置（有親）








































































































21. 穂高砂防観測所 79 
を実施し，その保全のための方策として安定海浜工法の適用を提案したので，現在和歌山県によって施工中であ
り，予測に近い安定海浜が形成されつつある。





















に土石流観測用の TVカメラが設置され， 映像は同軸ケーブルによ って観測所まで送られ VTRに連続記録される
システムが導入された。
(1) 山岳流域における気象の実態













































































































































































































































































































氏 名 職名（当時） 研究課題 客員期間
中西 弘 出口大学工学部教授 水の再利用・高度利用 昭55.1－昭55.3
田中宏平 九州大学農学部教授 新水i原の開発 昭55.4-BB57. 
森滝健一郎 岡山大学文学部教授 水資源、と地域経済社会 昭57.4－昭59.3
の変貌
水越允治 三重大学人文学部教授 気候変動 昭59.4－昭61.3 
水谷義彦 富山大学理学部教授 安定問位体と水循環 昭61.4－昭63.3
竹内邦良 山梨大学工学部教授 渇水の生起と安全度 昭63.4一平23 
関田憲夫 鳥取大学工学部教授 渇水とそのリスクマネ 平 2小平3.3
ジメント
高構 劫 九州大学理学部教授 地球観測技術と水文・ 3 4- 現在
水資源
(2) 客員助教授
氏 名 職名（当時） 研究課題 客員期間
田中 正 筑波大学地球科学系講師 地下水の保全と開発 昭55.10－昭57.3
竹内邦良 山梨大学工学部助教授 水資源、の保全・管理 昭57.4-1ヶ月間
市JII 新 東京大学工学部助教授 水資源の保全・管理 Bi'.157. 5 －昭59.3
関E 憲夫 鳥取大学工学部助教授 水資源計画システム 昭59.4－昭61.3 
小尻李IJ治 岐阜大学工学部助教授 水資源システム管理 昭61.4 -BB63. 3 
小葉竹重機 群馬大学工学部助教授 雨水の地下流出過程 昭63.4－平 2.3








年度 53 54 55 56 57 58 59 60 61, 62 63, 1 2.3 
人数 65 94 125 105 146 135 128 135 154 142 169 
機関 6 20 34 32 46 46 41 42 49 50 57 



























































































































































































































































































































































































































































の宇宙技術の中で，GPS(Global Positioning System ：全地球的測位シ
ステム）は，比較的小システムで機動性に富み，且つ広域の地殻変動

























本の30点ほどで，各種の測定を実施して来た。測定手法は， 16素子ゲージを用いた応力解放法， 3方向のボーリ ン
グ孔を用いる水圧破砕法などによる 3次元応力測定及び応力変化の測定，60mm径の鉛直ボアホール内の水圧破
砕法による応力の深度分布の測定等である。前者は坑内あるいは地表から 20～ 40m 後者は深度 500mまでの測
定が可能である。
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上部構造を求めた。その結果，表患のP波速授は坂出付近で 4.6 km/s，一宇付近で 5.0 km/s，第2層速度は 5.9









深さまで， 6.0-6. 2 km/secの高速度騒が存在すること，飛騨山眠中軸部では 5.4-5. 8 km/secの低速度層がかな
りの深さまで存在し 7 km J,_深ではかなり西方へ拡がっていること，南西部では地殻上部まで高速度程が露顕す




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































接係数を見績った。粗度長は中立状態でも 0.1 cmから 0.0001 cmの変化をする。高原のカタパ嵐帯では粗慶長
は風向きによって対称的な変化を示す。最も滑らかな方向での平均値は 0.0004 cmであり，これまでに報告され
ているいかなる値より小さい。風向がこの方向から 40° 変化すると 0.015 cmまで増加する。極度長の風向依存性
は約 100km離れた3地点で間じである。滑らかな方向は以前の報告と異なりサスツルギの軸から 20° ずれてお
り，強風の卓越方向と一致する。東南撮みずほ基地における風の高度分布の通年観灘結果から，カタパ風帯の雲間






























































































































3. 災害の原因とな 135 



























































帆円dSpud 1・3h 4亀－6" ？”gh 10-12h IJ-15h 16-IBh 19-21h 22-24h W同 Speed トヂ 4・9 7-gh I0-12h 日，15h 同・，eh 19 2," 22・24h
0-12＂昨皿 89 89 84 ~ 31 10 32 66 0-L2m/sec. 65 73 86 39 18 15 19 50 
刈川企ゑJ求4斗当味tダ
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W•、os.e,o ト3h 4.5h 7・9h IOーロh 13・15h 16・18h 四・21h 22・24h Wind Speod ト3h 4-Gh 7.9h 10叶zh 日寸sh 1s ,ah 19・21h 22・24h
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以上の調査結果から 山岳の影響を受けた下層の風速場が重要であるといっ認識に立ち，中北・筒井 ・池淵 ・高















































































































































































































































































200 400 600 800 1000 
写真一3.7 洪水流航空写真の濃淡数値化結果（疑似カラー表示）とその画像
解析により得られた流速ベクトル























































さらに，村本 ・大久保 ・李らは， 一様幅の固定床滑面 ・粗面水路，下流に貯水池を接続している水路，及び移動
床水路を対象として 貯水池決壊段波の流下過程を基礎実験と数値解析によって考察し，以下の諸点を見出してい



















































































































































































































































































































































































































































































4. 水 161 
準に採用している。その変動の大きさを定量化するため，新しい統計技法である jackknife法と bootstrap法を用い
た。いくつかの地点の年最大 kB降水量（k=l,2, 3）を対象として，正規分布，対数正規分布， Gumbel分布，




















































































































































































































































































































































































movement，長atbed, rippleおよびsheetflowに分ければ，それらの領域区分は Shields数， Reynolds数または se説明























































































































































































写真およびフェリ ーボ トー による水温分布記録から，海面水温と海況変動を解析し，冬期に水道の入口付近に沿岸
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断速度は 0.001 cm/sから 100cm/sまで連続的に変化させることができ，せん断状況が観察できるように｛期間はア

































JI Iへの堆讃土砂量（実際： 1,900万 m3，計算： 1,700万 m3），堆襲深度（実際：平均40
m，計算： Zo-60m）ともほぼ現象を再現できた。

















































































































































集積が， 3次元境界の影響で劣化するためである。また，渦のコア半窪rが2次元に比べて小さくなるのは， 3 
次元渦が後流中で渦度を集積して十分に発達する前に舌しれのために減衰してしまうからである。角柱のアスペクト
比HIBの減少につれて fが小さくなり， H!B=lになると渦の形成は見られなくなる。角柱背後に放出される 3





















































































































































7. 自然災害全般にかかわる研究 211 
は，各地の神社・仏関・！日家に散在する古文書・古地図の類から，遺跡の発掘調査資料や年輪計測資料など多種多
様であり，定量化の難しいものが多い。そこで，当資料センターの歴代の客員教官と専任教官の共間研究として，
データの内容等に留意して，つぎのような史料整理方法を提案し，解析に用いることにした。 1.採録形式， 2. 出
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災害資料の収集とその解析による自然災害事象の研究（58,59, 60, 61年度 石原安雄）
7. る研究 219 
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4.2 湾道での洪水流
ι2.1 洪水流の内部構造
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4.10 海水・湖水の交換と拡散
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夜は夜で建物が焼けているため暑さが取れず， S先生 r喉が乾いた！ ビー ル！ ビールりと当時流行した
サッポロジャイアンツを貰いに走るといった，汗を流しながらも楽しい出張です。ところが滞りの痕江津駅でホー
































































































358 5章回 顧 主義
鹿野・多盟・久米観測点のこと




























































































































































































































































































て， 1991年には各部門・施設などへ原稿の執筆をお顧いした。 20年史， 30年史にはなかった回顧録の章を本40年史
には復活させることとし，あとは30年史の編集方針を踏襲することとした。－r,t.，原稿の締切は3月末呂と設定し
ていたが，所内はもちろん，ご多忙中のところを曲げて原稿の執筆をお願いした名誉教授をはじめ関係各位のご協
力を頂き， 7月10日になって嬬集を完了することができた。
なお，この間， 1991年 1月には編さん委員の一人であった井上治郎氏を中留の梅里雪山での遭難で失うことに
なった均三誠に悲しみが尽きない。「1月10Bには帰ってきて連れを取り返します…」といつもの笑顔で出て行か
れた氏のお姿がいまでも自に焼き付いて離れない。謹んでご冥福をお祈りするとともに，出版された40年史をご霊
前にお供えして氏のご協力に感謝申し上げたいと考えている。
最後に，本史出版にご尽力を賜ったみなさま方にもう一度お干しを申し上げ，防災研究所の40周年をお祝いし，今
後の一層の発展を新念して編集後記の雷葉にかえたい。
1991年10月 40年史編さん委員会
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